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一般会計補正予算
5億3,985万8千円増額を可決
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（補正後の総額は153億3,595万3千円）

一般会計補正予算
5億3,985万8千円増額を可決

平成２７年９月定例会を９月１日から
９月25日までの２５日間の日程で開催しました

平成27年10月６日に臨時会を開催しました
○人吉市副市長に松田知良氏を選任することについて、全会一致で同意しました。

《特別委員会の設置》
　９月定例会最終日に２つの特別委員会を設置しました。

○平成26年度決算特別委員会
　平成26年度の決算を審査するための特別委員会です。委員会は閉会中に
審査を行い、12月定例会で結果を報告します。
　委員長　笹山　欣悟　　　副委員長　高瀬　堅一
　委　員　宮原　将志、井上　光浩、本村　令斗、福屋　法晴、村上　恵一

○市庁舎建設に関する特別委員会
　委員長　犬童　利夫　　　副委員長　永山　芳宏
　委　員　塩見　寿子、高瀬　堅一、西　信八郎、笹山　欣悟、村上　恵一
　　　　　三倉美千子、仲村　勝治

総合的な交通政策に要する経費（くま川鉄道経営安定代補助金）

市 有 林 整 備 事 業
公 民 館 等 整 備 事 業
台風 1 5 号 に伴う災害復旧にかかる経費

1,273万円
5,910万４千円
2,101万３千円

５千万円

《主なもの》

《特別会計の補正予算》

総額54億1,151万２千円
総額４億9,992万９千円
総額44億631万９千円
総額3,238万１千円
総額85万７千円

総額５億3,533万１千円
総額5,420万２千円

総額２億7,275万５千円
総額11億6,165万８千円
総額６億4,547万５千円

１億9,239万８千円増額し

1,021万円増額し

１億5,810万３千円増額し

220万９千円増額し

64万７千円増額し

165万円減額し

1,419万9千円増額し

1,347万2千円増額し

502万２千円増額し

51万２千円増額し

国 民 健 康 保 険 事 業 特別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
介護サービス事業特別会 計
国 民 宿 舎 特 別 会 計
水道事業特別会計　　収益的支出

資本的収入
資本的支出

公共下水道事業特別会計　収益的支出
資本的支出

台風15号の被害に遭われた皆様にお見舞いを申し上げます。

議案を公開しています

議案の内容は、市のホー
ムページでご覧いただけ
ます。     （担当：総務課）

人吉市　議案 検索



人吉市手数料条例の一部改正を承認
　マイナンバー制度の開始に伴い、今年の10月以降
に住民票の住所に送付される通知カード、またマイナ
ンバーの利用開始に伴い申請された個人番号カード
の再交付手数料を徴収するため、人吉市手数料条例
の一部を改正するものです。通知カード、個人番号カ
ードは、初回の交付は無料ですが、再交付について
は、通知カードは１枚につ
き500円、個人番号カード
は１枚につき800円の再
交付手数料を徴収するこ
とになります。また、個人
番号、住民票コード変更
による返納後の再交付、
行政側の過失等、国外転
出による返納後の再交付については、手数料を徴収
しないこととなっています。慎重審査の結果、賛成多
数で承認しました。また、マイナンバー制度開始に伴
う予算も賛成多数で承認しました。

岳寿館広場排水改修工事費を承認
　介護予防拠点施設「岳寿館」は、矢岳小学校の廃校
に伴い、地元町内から岳寿館の広場を町内の行事に
利用したいとの要望が出されていましたが、広場の水
はけが悪く、降雨後数日間は利用できない状態であ
ったことから改良のための整備を行うもので、791万
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◎委員長　西　信八郎　　◎副委員長　宮原　将志
◎委　員　宮﨑　保・犬童　利夫・本村　令斗・田中　哲総務文教委員会報告

◎委員長　三倉　美千子　　◎副委員長　塩見　寿子
◎委　員　高瀬  堅一・井上  光浩・村上  恵一・仲村  勝治厚生委員会報告

人吉市個人情報の保護に関する条例の一部を改正
　地方公共団体が保有する
特定個人情報については、行
政手続における特定の個人
を識別するための番号の利
用等に関する法律（通称マイ
ナンバー法）により、その趣旨
にのっとった適正な取り扱い
を確保すること、また本人が

特定個人情報及び情報提供等の記録を確認できる
ようにするための必要な措置として、人吉市個人情
報の保護に関する条例の一部改正を承認しました。

新たに「人吉市地域公共交通活性化協議会」が設立
され、今年度もくま川鉄道㈱に補助金
　人吉市地域公共交通網形成計画策定のため、今年
度新たに設立される「人吉市地域公共交通活性化協
議会」に32万５千円の負担金と、くま川鉄道株式会
社の平成２６年度決算において生じた鉄道事業の経

常損失額4,355万１千円のうち、人吉市分1,273万
円を人吉市くま川鉄道経営安定化補助金として補助
することを承認しました。

人吉市消防団第４分団第１部詰所建替え及び
中原コミセン別棟建設
　上薩摩瀬町・下薩摩瀬町・下城本町・宝来町・相良
町を管轄する第４分団第１部詰所建替えに伴う詰
所・ポンプ格納庫及びホース乾燥塔新築工事に対す
る補助金399万円、中原コミュニティセンター別棟の
新築工事に要する経費2,100万円を承認しました。

台風15号による公立学校施設災害復旧
　人吉東小学校の外灯ほか５件の修繕料や第二中
学校プレハブ倉庫建設に伴う建築確認手数料及び
工事費、東間小学校エアコン集中管理システムの設
定手数料、第一中学校太陽光パネルの破損に伴う修
繕工事費を承認しました。

台風15号で被害を受けた古仏頂町下村飲料水供給施設

円の工事予算を認めました。

台風15号被害による飲料水供給施設の整備補助金
を承認
　先の台風15号で、古仏頂町下村飲料水供給施設の
貯水タンクが、落石により破損したことに伴い申請さ
れた補助金を全会一致で認めました。

その他承認した主な事業予算
□ふるさと納税業務委託料　　　　　  348万1千円
□個人番号カード交付事業交付金 　 1,204万6千円
□人吉准看護学院補助金　　　　　　 　　 74万円
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◎委員長　平田　清吉　　◎副委員長　福屋　法晴
◎委　員　大塚  則男・豊永  貞夫・笹山  欣悟・永山  芳宏経済建設委員会報告

復旧工事が行われる市道戸越鹿目線

◎委員長　福屋　法晴　　◎副委員長　宮﨑　保
◎委　員　宮原　将志・大塚  則男・平田　清吉・井上　光浩・豊永  貞夫・本村　令斗・田中　哲

治水・防災に関する特別委員会報告

　平成27年７月２日に設置されました「治水・防災に
関する特別委員会」ですが、今議会における審議で２
回目の開催となりました。今回からが実質的な審査と
なります。
　まず、前期における「治水・防災に関する特別委員
会」の活動について説明を受け、今期特別委員会の目
的及び調査内容について審議を行い、次のように決
定しました。

【目　　的】
　球磨川水系の治水・災害対策及び広域的災害の防
災対策に関する諸問題の調査

【調査内容】
①　球磨川水系の治水対策
＊球磨川水系の治水計画（河川整備方針を含む）
　及び治水工事の進捗状況について
＊御溝川を含む県管理河川の治水対策及び治水
　工事の進捗状況について

②　球磨川治水対策協議会
＊審議内容及び決定された事項について

③　球磨川水系の防災対策
＊国・県及び関係機関との連携体制
＊災害情報／情報伝達／広報手段の確立
＊避難誘導等システムの確立
＊球磨川水害タイムライン
＊球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助事業
＊その他減災への取り組み

④　広域的災害の防災対策
＊人吉市周辺の直下型地震の情報収集
＊土砂災害危険地域の調査
＊共通認識として、川内原子力発電所について、今
　後関係機関と情報交換を行い、また現地視察研
　修を行っていくこととしました。

⑤　関連機関との意見・情報交換会
　今後は決定した調査内容を踏まえ、御溝川を含
む球磨川水系の危険箇所の確認、国・県などの関
係機関から治水・防災に関する情報収集と意見交
換などを行っていくこととしました。

水ノ手橋補修工事契約書契約金額を変更
　内容は、補修工事現場の交通誘導員を、工事現場
両端に２名から、片側通行時に中央部にも配置して３
名に増員、鉄筋鋼の量を3.5トンから6.7トンに増量、
取付舗装の追加等により、工事請負契約金額を２億
4,516万円から２億5,376万1,303円に増額するもの
です。

農林業振興策の補正予算を承認
　主なものは、クリせん定作業支援補助金100万円、
環境保全型農業総合支援事業補助金1,200万円、上
原田町尾曲地区農道舗装補修工事費100万円、木地
屋町駒返地区水路改修工事費260万円、スマート林
業構築事業委託料4,000万円、永野分収林跡地に係
る新植及び防護柵設置委託料5,910万４千円、民有
林に係る間伐材供給安定化緊急対策事業補助金
585万２千円などです。

道路橋梁の維持・改良に9,620万４千円
　主なものは、市内一円の舗装修繕・側溝修繕等の
道路維持補修工事、人吉矢岳線ほか１路線の測量設
計委託料、荒毛牛塚線用地測量等委託料、赤池古屋
敷第２号線道路改良工事に伴う建物調査等委託料、
西間古仏頂線ほか１路線の道路改良工事、城本北泉
田線側溝改修工事です。また、昭和53年に架設され

た曙橋は、国の大規模修繕・更新補助制度を活用し、
今年度から耐震調査が進められます。

景観計画策定に1,137万円
　日本遺産認定を契機に、平成27年度から29年度の
３カ年事業として、相良700年の歴史・文化と清流球
磨川を初めとする豊かな自然とが織りなす景観につ
いて、市民との対話を通じて、本市が目指す景観形成
や景観保全に向けて計画策定を行う事業です。

台風15号被害による災害復旧費を承認
　去る８月25日未明から早朝にかけて被害をもたら
した台風15号による市道及び公共土木施設、農林水
産施設並びに公営住宅施設等の災害復旧について、
早急に処置すべき経費について承認しました。



（5）

　

本
市
に
お
け
る
指
定
管
理
施
設
と

指
定
管
理
者
及
び
所
管
課
は
。

　

本
市
で
は
、
三
つ
の
施
設
で
指
定

管
理
を
導
入
し
て
い
る
。
一
つ
目

は
、
人
吉
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

人
吉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
所
管

課
は
高
齢
者
支
援
課
。
二
つ
目
は
国

民
宿
舎
く
ま
が
わ
荘
で
く
ま
川
下
り

株
式
会
社
、
所
管
課
は
観
光
振
興

課
。
三
つ
目
は
人
吉
市
体
育
施
設
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
吉
市
体
育
協
会
、
所

管
課
は
社
会
教
育
課
で
あ
る
。

　

市
有
墓
地
使
用
の
手
続
き
は
。

　

新
し
く
市
有
墓
地
を
使
用
し
た
い

場
合
は
、
「
人
吉
市
市
有
墓
地
の
使

用
に
係
る
公
募
及
び
許
可
に
関
す
る

要
項
」
に
基
づ
き
、
墓
地
使
用
の
公

募
を
経
て
、
「
墓
地
使
用
許
可
申
請

書
」
を
市
長
宛
て
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

問答問答

　

台
風
15
号
に
よ
り
停
電
し
た
地
域

に
お
け
る
独
居
老
人
な
ど
、
要
援
護

者
の
対
応
は
ど
う
し
た
の
か
。

　

「
復
旧
の
め
ど
が
立
た
な
い
こ

と
、
中
原
コ
ミ
セ
ン
を
指
定
避
難
所

と
し
て
開
設
す
る
こ
と
」
を
各
世
帯

へ
お
伝
え
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
町

内
会
長
へ
お
願
い
し
た
。
防
災
安
全

課
の
職
員
も
地
域
に
赴
き
、
防
災
行

政
無
線
も
使
用
で
き
な
い
状
況
の
中

で
非
常
電
源
を
操
作
し
、
マ
イ
ク
に

よ
る
緊
急
放
送
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
地
域
の
停
電
は
同
日
の

午
後
９
時
頃
に
復
旧
し
た
こ
と
か

ら
、
中
原
コ
ミ
セ
ン
へ
避
難
さ
れ
る

方
は
な
か
っ
た
が
、
ご
不
安
を
お
か

け
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、

今
後
は
、
停
電
時
の
市
の
対
応
も
含

め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
早
急

に
行
わ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

台
風
15
号
に
よ
る

災
害
対
策
に
つ
い
て

問答

　

中
核
工
業
用
地
に
お
い
て
、
カ
ミ

チ
ク
以
外
の
企
業
は
ど
の
よ
う
な
企

業
を
考
え
て
い
る
の
か
。
も
し
、
企

業
の
進
出
が
な
い
場
合
、
造
成
費
の

交
付
金
の
返
還
の
可
能
性
は
。

　

流
通
業
を
初
め
幾
つ
か
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
企

業
の
進
出
が
な
い
場
合
は
、
交
付
金

返
還
の
可
能
性
は
あ
る
。

　

こ
の
事
業
に
お
い
て
、
市
長
が
感

じ
て
い
る
難
し
さ
は
。

　

最
大
の
課
題
は
、
と
畜
場
の
建
設

で
あ
る
。
県
の
許
認
可
を
受
け
る
た

め
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
、
特
殊
事
情

の
存
在
等
が
顕
在
化
し
た
状
況
。
そ

の
た
め
関
連
事
業
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
大
幅
な
見
直
し
、
計
画
自

体
の
変
更
も
視
野
に
入
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
国
、
県
に
相
談
し
事
業

の
継
続
に
向
け
方
策
を
講
じ
て
い

く
。

ハ
ラ
ー
ル
対
応
拠
点

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

問問 答答

　

文
部
科
学
省
の
土
曜
授
業
に
関
す

る
検
討
チ
ー
ム
の
最
終
報
告
は
ど
の

よ
う
な
ま
と
め
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

土
曜
授
業
で
は
、
家
庭
・
地
域
の

連
携
に
よ
る
授
業
や
学
校
行
事
・
保

護
者
や
地
域
住
民
へ
の
公
開
授
業
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
土
曜
授
業
の
縛

り
が
緩
和
さ
れ
、
学
力
充
実
の
た
め

の
通
常
教
科
の
授
業
を
実
施
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
っ
た
。

　

土
曜
授
業
実
施
に
向
け
て
、
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

本
年
度
学
力
充
実
の
た
め
の
通
常

教
科
等
の
授
業
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
各
学
校
の
実
施
状
況
を
初
め
、

土
曜
授
業
実
施
に
よ
る
成
果
と
課
題

等
に
つ
い
て
、
今
後
も
把
握
し
縛
り

が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
教
育

委
員
会
と
し
て
検
討
は
行
っ
て
い
く
。

土
曜
授
業
復
活
に
つ
い
て

指
定
管
理
施
設
及
び

市
有
墓
地
の
使
用
方
法

問問 答答

平田　清吉

大塚　則男

笹山　欣悟

宮原　将志



（6）

　

平
成
９
年
に
国
の
通
達
で
、ダ
イ
オ

キ
シ
ン
等
の
問
題
で
使
用
禁
止
に
な

っ
た
小
中
学
校
の
ご
み
焼
却
炉
の
現

況
と
、県
下
の
他
市
の
状
況
と
今
後
の

対
応
は
。

　

本
市
で
の
撤
去
完
了
は
２
校
で
、現

存
数
は
７
校
で
９
基
。他
市
の
状
況
は

13
市
中
９
市
が
解
体
撤
去
完
了
、４
市

が
設
置
さ
れ
た
ま
ま
の
状
況
。一
基
約

３
０
０
万
円
の
解
体
費
用
が
か
か
る

た
め
、解
体
計
画
を
策
定
し
対
応
し
て

い
く
。そ
れ
ま
で
の
措
置
と
し
て
、
周

辺
に
バ
リ
ケ
ー
ド
や
シ
ー
ト
で
覆
い
、

子
供
達
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
。

そ
の
他
、
２
学

期
か
ら
始
ま

っ
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食

に
つ
い
て
も

質
し
た
。

問答

核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市

宣
言
の
取
り
組
み

川
内
原
発
再
稼
働

市
民
の
避
難
計
画
は

問答答 問

　

人
吉
橋
下
流
左
岸
の
掘
削
と
築
堤

を
、
早
急
に
行
う
よ
う
国
に
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

一
日
で
も
早
い
実
現
に
向
け
、
関

係
機
関
に
対
し
強
く
要
望
し
た
い
。

　

川
内
原
発
事
故
が
起
き
れ
ば
、
市

外
の
遠
方
に
避
難
し
よ
う
と
考
え
る

方
も
い
る
。
何
か
対
策
が
あ
る
か
。

　

県
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
を
行

い
、
避
難
先
を
決
定
し
、
住
民
の
避

難
誘
導
を
開
始
す
る
。

　

学
校
図
書
館
の
蔵
書
を
充
実
し
、

全
校
に
学
校
司
書
を
置
く
べ
き
で
は
。

　

蔵
書
数
は
、
早
く
標
準
数
に
達
す

る
よ
う
に
し
た
い
。
司
書
は
、
今
の

司
書
補
助
の
体
制
を
続
け
た
い
。

　

高
齢
者
が
通
院
す
る
場
合
に
、
タ

ク
シ
ー
代
の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
単
独

で
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問答問問問 答答答

人
吉
市
の

入
札
制
度
に
つ
い
て

小
中
学
校
ご
み
焼
却
炉

解
体
に
つ
い
て

問答答答 問問

※

　

熊
本
県
下
に
お
け
る
予
定
価
格
の

公
表
状
況
は
ど
う
か
。

　

熊
本
県
・
熊
本
市
を
初
め
31
の
自

治
体
が
事
前
公
表
で
、人
吉
市
を
含
む

９
自
治
体
が
事
後
公
表
で
あ
る
。発
注

関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る
指
針
の

中
で
、
原
則
事
後
公
表
と
す
る
が
、
今

後
情
報
収
集
を
行
い
、入
札
制
度
の
環

境
整
備
と
検
討
を
行
う
。

　

市
道
・
河
川
に
お
け
る
草
刈
り
作

業
の
方
法
・
作
業
範
囲
は
。

　

現
場
状
況
の
確
認
・
交
通
安
全
上

適
時
判
断
し
、通
行
の
障
害
と
な
ら
な

い
よ
う
に
行
っ
て
い
る
。

　

草
刈
り
作
業
後
の
処
分
方
法
は
、ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　

現
在
、現
場
で
支
障
が
な
い
場
所
に

自
然
還
元
処
分
を
し
て
い
る
が
、今
後

適
正
に
処
分
を
行
う
。

　

本
市
で
も
、
市
役
所
や
コ
ミ
セ

ン
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
を
会
場
に

し
て
、
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
を
使
っ
た

「
原
爆
展
」
や
「
戦
争
体
験
を
聞
く

会
」
を
取
り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

　

過
去
に
も
、
人
吉
市
で
も
パ
ネ
ル

の
展
示
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
機

会
が
あ
れ
ば
取
り
組
み
た
い
。

　

夏
の
一
斉
平
和
教
育
の
授
業
日
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

　

現
在
各
学
校
に
お
い
て
平
和
教
育

は
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
各

学
校
の
計
画
実
施
を
尊
重
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
支
援
し
て
い

く
。

そ
の
他
、
安
保
法
案
に
つ
い
て
の
考

え
、
戦
後
70
年
談
話
に
つ
い
て
市
長

の
歴
史
認
識
を
質
問
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
の
予
算
の
拡

大
と
子
供
の
医
療
費
無
料
化
の
実
現

を
執
行
部
に
求
め
た
。

豊永　貞夫

福屋　法晴

塩見　寿子

本村　令斗

※



   村上　恵一

仲村　勝治

高瀬　堅一

井上　光浩

　

市
長
が
掲
げ
る
１
０
８
の
施
策
・

事
業
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
今
回
の
第

５
次
総
合
計
画
の
後
期
計
画
に
ど
う

盛
り
込
む
の
か
。

　

こ
れ
以
上
地
域
経
済
が
縮
む
こ
と

が
な
い
よ
う
、
後
世
に
過
度
の
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う
に
取
り
組
み
た

い
。
１
０
８
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
成
果
を
踏

ま
え
優
先
性
や
必
要
性
、
効
果
が
高

め
ら
れ
る
よ
う
、
財
源
や
人
材
を
集

中
さ
せ
、
何
ら
か
の
形
で
総
合
計
画

に
盛
り
込
み
た
い
。

　

近
隣
町
村
と
の
合
併
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

市
町
村
合
併
は
相
手
が
あ
る
こ
と

な
の
で
、
常
日
頃
の
信
頼
関
係
の
構

築
と
、
連
携
に
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
に
副
市
長
人
事
に
つ
い
て
質

し
ま
し
た
。

問答問答

　

市
長
は
選
挙
戦
で
分
散
型
の
現
存

施
設
を
活
用
す
る
と
し
た
が
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
今
現
在
の
本
館
・

別
館
の
体
制
で
も
不
便
と
い
う
声
が

圧
倒
的
に
多
く
、
58
．8
％
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
思
う

か
。
ま
た
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
を

本
館
に
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
こ
の

地
域
は
浸
水
危
険
区
域
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
候
補
の
一
つ
に
な
る
の
か
。

　

市
民
の
皆
様
方
が
使
い
や
す
い
、

わ
か
り
や
す
い
庁
舎
を
整
え
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。
最
大
の
課
題
は
事
業

費
の
抑
制
で
あ
る
。
防
災
の
観
点
か

ら
も
市
内
40
の
公
共
施
設
を
ど
う
活

用
す
る
か
を
、
12
月
定
例
会
で
位
置

や
規
模
な
ど
一
定
の
方
向
を
示
し
た

い
。

鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

市
庁
舎
移
転

建
設
の
方
向
性

問答

　

人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
に
移

転
し
て
30
年
が
経
過
し
、
蔵
書
が
約

９
万
点
に
な
っ
て
い
る
。
専
門
の
司

書
が
必
要
。
閲
覧
場
所
も
狭
く
、
子

供
一
人
で
は
行
か
せ
ら
れ
な
い
図
書

館
で
あ
る
。
住
民
が
利
用
し
や
す

く
、
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
移
転
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　

多
額
の
費
用
を
要
し
、
現
在
の
財

政
状
況
の
中
で
は
厳
し
い
。

　

相
良
藩
願
成
寺
駅
図
書
室
、
学
習

室
の
利
用
状
況
と
廃
止
の
理
由
は
。

　

平
成
12
年
度
の
２
，３
７
７
人
を
ピ

ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
平
成
25
年
３

月
末
で
廃
止
。
理
由
は
、
財
政
事
情

と
管
理
人
の
負
担
が
大
き
い
た
め
。

　

図
書
室
再
開
の
可
能
性
は
。

　

再
開
す
る
計
画
は
な
い
が
、
地
域

で
自
主
的
な
運
営
が
可
能
な
ら
ば
、

市
と
く
ま
川
鉄
道
と
共
に
協
力
す
る
。

図
書
館
の
移
転
と

司
書
の
配
置

問問問 答答答

　

選
挙
公
約
の
中
の
市
庁
舎
移
転

は
、
具
体
的
な
試
算
ま
で
し
て
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
小
中
学
生
の
医
療
費
、

給
食
費
の
無
料
化
問
題
に
つ
い
て

は
、
財
源
確
保
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

市
庁
舎
移
転
に
つ
い
て
は
、
本
年

12
月
ま
で
に
一
定
の
計
画
案
を
示
し

た
い
。
ま
た
小
中
学
生
の
医
療
費
・

給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
財

源
確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
の

で
、
全
庁
的
に
今
後
十
分
検
討
を
行

い
、
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

青
少
年
の
犯
罪
・
被
害
対
策
に
つ

い
て
の
対
応
は
。

　

社
会
的
問
題
で
あ
る
の
で
、
そ
の

実
態
を
把
握
し
、
調
査
研
究
を
行
い

今
後
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

選
挙
公
約
等
と
今
後
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
長
の
市
政
運
営
と

将
来
方
針
は

問問 答答

※

※

（7）
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【議会報編集委員会】    委員長／田中　　哲　　副委員長／仲村　勝治
委　員／塩見　寿子・宮原　将志・平田　清吉・本村　令斗・福屋　法晴・三倉　美千子

日　時：平成28年１月31日（日）午後２時
場　所：人吉市カルチャーパレス第２会議室

次の定例会は
　　12月の予定です

編
集
後
記

　
朝
夕
め
っ
き
り
冷
え
込

む
時
候
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
は
い
か
が
お
過
し
で

し
ょ
う
か
。

　
今
年
も
青
井
阿
蘇
神
社

例
大
祭「
お
く
ん
ち
祭
」が

厳
粛
か
つ
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。今
年
は「
日

本
遺
産
」に
認
定
さ
れ
、初

め
て
の
お
く
ん
ち
祭
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、多
く
の
観

光
客
の
姿
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　『
観
光
』と
は『
光
』を『
観

る
』と
書
き
ま
す
が
、今
年

の
お
く
ん
ち
祭
の
テ
ー
マ

も『
光
』。こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
で
重
要
な
の
は
、こ

の
地
域
が
持
つ
歴
史
や
文

化
、自
然
な
ど
地
域
の
方
々

が
長
い
歴
史
の
中
で
培
っ

て
き
た
伝
統
や
産
業
を
磨

く
こ
と
。住
む
人
が
自
慢
に

思
え
る
ま
ち
に
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
が
観

光
客
を
呼
び
寄
せ
る『
光
』

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。（

文
責
・
写
真
提
供
　
　 

宮
原  

将
志
）

…… 平成２７年９月定例会の議案等の議決結果 ……
番　　号
議第56号
議第57号
議第58号
議第59号
議第60号
議第61号
議第62号
議第63号
議第64号
議第65号
議第66号
議第67号
議第68号
議第69号
議第70号
議第71号
議第72号
議第73号
議第74号

議決結果
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
継続審査
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
撤 　 回
撤 　 回
継続審査

件　　　　　　　　　　名
平成２７年度人吉市一般会計補正予算（第３号）
平成２７年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
平成２７年度人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成２７年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成２７年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
平成２７年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成２７年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成２７年度人吉市国民宿舎特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度人吉市水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について
人吉市個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人吉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について
損害の賠償について
損害の賠償について
損害の賠償について
平成２７年度人吉市一般会計補正予算（第４号）
教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
監査委員の選任につき同意を求めることについて
平成２６年度人吉市歳入歳出決算認定について

…… 平成２７年１０月臨時会の議案等の議決結果 ……
番　　号
議第75号

議決結果
選任同意

件　　　　　　　　　　名
副市長の選任につき同意を求めることについて

議会報告会及び意見交換会
のお知らせ

どなたでもお気軽にお越しください。


